
▼
紙
面
学
習
シ
リ
ー
ズ
の
10
回
目
は
、
自

治
労
本
部
の
第
１
回
課
題
別
ウ
ェ
ブ
学
習

会
（
３
月
開
催
）
『
再
任
用
職
員
の
処
遇 

改
善
』
を
基
に
記
載
し
ま
す
。 

▼
公
的
年
金
（
報
酬
比
例
部
分
）
支
給
開

始
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
た

現
行
の
再
任
用
制
度
（
義
務
的
再
任
用
制

度
）
は
、
13
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
23
年
か
ら
は
定
年
の
段
階
的
引
き
上

げ
（
定
年
延
長
）
に
合
わ
せ
て
「
定
年
前

短
時
間
再
任
用
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

ま
た
、
定
年
延
長
の
制
度
が
完
成
す
る
ま

で
の
間
、
定
年
か
ら
65
歳
ま
で
を
再
任
用

制
度
で
補
完
す
る
「
暫
定
再
任
用
制
度
」 
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学習の強化と交流で組織を強化しよう！ 

シ
リ
ー
ズ
⑩
『
再
任
用
職
員
の
賃
金
』 

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
い
く
『
紙
面
学
習
』
の

10
回
目
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
基
に
職
場
の
仲
間
の
皆
さ
ん

と
話
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

紙面学習 

当面の日程 
■5月16日（木）・17日 

 （金）〇現業・公企オルグ 

 

■5月20日（月） 

〇県本部第６回単組代表者会議
18:00～（WEB） 
 

■5月21日（火） 

〇共済担当役職員会議11:00～

（福島市・ウェディングエルティ） 
 

■5月24日（金）13:30～ 

    25日（土）12:00 

〇地方自治研究福島県集会（磐

梯熱海温泉「ホテル華の湯」） 

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
定
年
引
上
げ

後
の
働
き
方
」
に
つ
い

て
は
、
機
関
紙
３
８
３

号
で
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か

ら

ご
確

認

く
だ

さ 

い
。 

▼
本
年
４
月
か
ら
は
役

職
定
年
も
含
め
定
年
延

長
者
が
実
際
に
発
生

し
、
60
歳
以
降
の
働
き

方
と
処
遇
が
混
在
化
し

て
い
ま
す
。
混
在
化
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
機
関
紙
３
８
５
号
で
ご
確
認
く
だ
さ 

い
。 

▼
次
に
、
本
題
の
「
再
任
用
制
度
の
課 

題
」
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
。
ま
ず
、

《
課
題
①
》
は
、
再
任
用
格
付
け
に
よ
る

賃
金
格
差
で
す
。
【
図
表
１
】
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
４
級
１
０
１
号
は
県
職
（
組
合

員
）
の
最
高
号
給
で
す
。
ま
ず
定
年
延
長

者
は
、
60
歳
時
点
の
給
料
月
額
の
70
％
の

額
に
な
り
ま
す
。
仮
に
再
任

用
４
級
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を

上
回
り
ま
す
が
、
３
級
以
下

で
あ
れ
ば
下
回
っ
て
し
ま
い 

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
再
任
用
の
格
付
け

に
よ
っ
て
は
格
差
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い 

う
こ
と
で
す
。 

▼
《
課
題
②
》
は
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の

支
給
月
数
の
格
差
で
す
。
【
図
表
２
】
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
覧
の
と
お
り
、
支
給 

【図表１】定年延長と再任用の賃金比較 

区 分 給料月額 差 額 

60歳時 
4級101号 

394,100円 － 

定年延長 
×70% 

275,870円 ▲118,230円 

再任用 
4 級 

281,900円 ▲112,200円 

再任用 
3 級 

262,000円 ▲132,100円 

再任用 
2 級 

221,000円 ▲173,100円 

区 分 期末手当 勤勉手当 計 差 

常勤職員 2.45月 2.00月 4.45月 － 

再任用職員 1.375月 0.975月 2.35月 ▲2.10月 

月
数
が
定
年
前
の
職
員

の
約
半
分
と
な
り
ま

す
。
自
分
も
、
現
在
再

雇
用
の
身
で
す
が
、
こ

の
期
末
・
勤
勉
手
当
の

差
に
は
落
胆
し
ま
し 

た
（
笑
）
。 

▼
《
課
題
③
》
は
、
支

給
さ
れ
な
い
諸
手
当
が

多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
ず
、
人
材
確
保

に
関
す
る
手
当
（
初
任

給
調
整
手
当
、
研
究
職

調
整
手
当
、
特
地
勤
務

手
当
等
）
や
、
生
活
関

連
手
当
（
扶
養
手
当
、

住
居
手
当
、
寒
冷
地
手 

【図表２】期末・勤勉手当の支給月数比較 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
５
月
11
、
12
日
の
２
日
間
、
大
川

ふ
る
さ
と
公
園
野
球
場
（
下
郷
町
）

と
、
び
わ
の
か
げ
総
合
運
動
公
園
野
球

場
（
南
会
津
町
）
に
お
い
て
、
総
支
部

野
球
（
予
選
）
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
２
日
間
と
も
、
芳
賀
沼
事
務
局
長

の
日
ご
ろ
の
行
い
が
良
か
っ
た
た
め

か
、
全
く
雨
の
心
配
の
な
い
晴
天
で
、

大
き
な
ケ
ガ
等
も
な
く
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
①

喜
多
方
市
職
、
②
会
津
若
松
市
職
、
そ

し
て
昨
年
度
県
大
会
準
優
勝
の
③
会
津

美
里
町
職
の
３
チ
ー
ム
が
県
本
部
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。
ご
声
援
を
（
坂
内
） 

当
）
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

▼
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
①
賃
金
格
差
、
②

期
末
・

勤
勉
手

当
の
格

差
、
③

諸
手
当
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
か
？

要
因
は
制
度
設
計
の
時
期
に
あ
る
よ
う

で
す
。
以
下
、
自
治
労
本
部
資
料
か
ら 

転
載
し
ま
す
。 

《
制
度
設
計
時
の
背
景
》 

①
（
再
任
用
制
度
に
つ
い
て
は
）
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
01
年
ま
で
の

と
こ
ろ
で
議
論
が
な
さ
れ
、
公
務
員
に

対
す
る
逆
風
が
影
響
し
た
こ
と
。
好
待

遇
や
財
源
等
の
増
加
に
逆
風
の
時
代
に 

制
度
設
計
が
な
さ
れ
た
こ
と
。 

②
当
時
の
民
間
企
業
に
お
け
る
60
歳

台
前
半
層
の
給
与
水
準
と
の
均
衡
に
よ

り
、
年
収
ベ
ー
ス
で
４
０
０
万
円
～ 

４
５
０
万
円
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
。 

③
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
に
つ

い
て
は
、
当
時
の
民
間
再
雇
用
者
水
準

が
２
・
50
月
で
あ
り
、
定
年
前
職
員

と
の
支
給
比
率
（
１
対
０
・
５
２
６
）

が
前
提
と
し
て
勧
告
さ
れ
、
今
も
こ
の

比
率
が
勧
告
時
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ 

と
。 

④
諸
手
当
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
議
論

の
際
に
、
長
期
継
続
雇
用
を
前
提
に
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
計
費
の
増

加
に
対
処
す
る
目
的
で
支
給
さ
れ
る 

共済動画 

備えて守って補償す
る『じちろうマイ
カー共済』（約15分）  

機関紙 

「
生
活
関
連
手
当
」
や
、
主
と
し
て

「
人
材
確
保
」
を
目
的
と
す
る
手
当
が

支
給
対
象
外
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ 

と
。 

▼
こ
の
よ
う
な
実
態
な
の
で
、
当
然
、

（
私
を
含
め
・
笑
）
再
任
用
職
員
か
ら

は
、
不
満
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

公
務
労
協

が

22

年

度
に
実
施

し
た
調
査

に
よ
る
と
、
約
７
割
の
方
が
「
生
活
が

苦
し
く
な
っ
た
」
「
賃
金
水
準
に
不 

満
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

▼
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
自
治

労
本
部
で
は
【
図
表
３
】
の
よ
う
に

24
春
闘
要
求
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
３
月
の
学
習
会
に
お
い
て

は
、
こ
の
課
題
に
関
し
て
数
年
前
か
ら

交
渉
を
重
ね
、
改
善
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
た
３
単
組
（
北
海
道
本
部
２
単

組
、
福
岡
県
本
部
１
単
組
）
の
報
告
が 

あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

▼
冒
頭
記
載
し
た
と
お
り
、
現
行
再
任

用
（
再
雇
用
）
制
度
に
つ
い
て
は
、
公

的
年
金
（
報
酬
比
例
部
分
）
支
給
開
始

年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
、

年
金
支
給
開
始
ま
で
無
職
・
無
収
入
に

な
っ
て
し
ま
う
人
を
救
済
す
る
た
め
に 

で
き
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
こ
に
段
階

的
な
定
年
延
長
が
加
わ
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
職
場
に
お
い
て
は
、
大
き
く
分
け

て
、
定
年
延
長
職
員
と
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
（
さ
ら
に
、
定
年
延

長
制
度
完
成
ま
で
の
暫
定
再
任
用
職

員
）
と
が
混
在
し
て
い
る
訳
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
職
員
の
業
務
を
明
確

に
区
分
す
る
こ
と
は
、
実
質
的
に
困
難

で
あ
り
、
定
年
延
長
職
員
（
４
級
職
員

の
60
歳
時
の
給
料
）
の
７
割
水
準
と

の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
、
『
再
任
用

職
員
全
員
の
４
級
以
上
の
格
付
け
』
を

強
く
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

▼
こ
の
課
題
は
、
秋
闘
で
も
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
な
る
は
ず
で
す
。
ま

ず
は
現
状
把
握
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

〇定年引上げとなる職員との均衡をはかるため、再任

用者の給料表・一時金を引き上げること。 

〇暫定再任用者の賃金は、国公行（一）４級再任用賃

金以上とすること。 

〇職務の軽減を希望する職員以外は、暫定再任用者が

担っている業務実態等にあわせ、定年延長職員と同様

に、退職時の職務・級での任用格付けを行うこと。 

【図表３】2024春闘要求モデル（暫定再任用者の賃金） 


